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鉢
に
ま
わ
り
、
奥
さ

ん
の
タ
ケ
ノ
さ
ん
は
、
内
職
に
メ
リ
ヤ
ス
製
品
の
賃
加
工
を
始

め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
中
に
手
袋
（
当
時
は
指
な
し
手
袋
）
の
賃
加
工
が
あ
り
、

舜
礼
は
こ
の
手
袋
の
将
来
性
に
注
目
し
て
、
一
八
八
八
（
明
治

二
十
一
）
年
か
ら
手
袋
製
造
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
舜
礼
は
三
年
後
の
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
、
病

気
で
急
死
し
て
し
ま
う
。
後
を
未
亡
人
の
タ
ケ
ノ
さ
ん
と
従
弟

の
棚
次
辰
吉
が
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ

で
、
舜
礼
の
出
身
地
、
東
か
が
わ
市
に
手
袋
産
業
の
種
が
ま
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
で
は
ど
う
し
て
白
鳥
地
区
へ
ま
か
れ
た
「
手
袋
産
業

の
種
」
が
、
大
き
く
育
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

東
か
が
わ
の
白
鳥
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
は
地
の
利
を
生
か

し
た「
製
塩
業
」と
、
現
在
で
は
和
三
盆
と
し
て
知
ら
れ
る「
砂

糖
の
製
造
」、
そ
れ
と
、
高
松
藩
の
初
代
藩
主
松
平
頼
重
が
造

営
し
た
こ
と
で
、
朱
印
地
と
い
う
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た

37

て
の
賑
わ
い
も
、
江
戸
幕
府
の
消
滅
と
共
に
次
第
に
薄
れ
て
い
っ

た
。

　

明
治
の
中
頃
に
は
、
取
り
分
け
製
塩
業
に
従
事
し
て
い
た
人
々

の
救
済
が
緊
急
の
課
題
と
な
り
、
経
済
的
に
非
常
に
厳
し
い
状

況
下
に
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
も
と
、
手
袋
製
造
と
い

う
現
金
収
入
に
つ
な
が
る
産
業
の
種
が
ま
か
れ
た
こ
と
か
ら
、

文
字
ど
お
り
旱
天
に
慈
雨
と
い
っ
た
環
境
の
な
か
で
、
産
業
と

し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
、
製
造
技

術
の
指
導
、
原
材
料
の
供
給
、
製
品
の
売
り
さ
ば
き
を
、
手
袋

産
業
育
て
の
親
棚
次
辰
吉
が
中
心
と
な
っ
て
担
当
し
、
作
業
場

は
地
元
教
蓮
寺
の
住
職
楠
正
雄
が
提
供
し
、
資
金
は
塩
田
大
地

主
橋
本
安
兵
衛
が
提
供
し
て
、「
積
善
商
会
」
と
い
う
事
業
所

名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

で
は
、
一
三
三
年
続
く
こ
と
が
で
き
た
要
因
と
か
背
景
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
手
袋

産
業
が
、
地
域
に
し
っ
か
り
定
着
す
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
の

は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦

だ
っ
た
。

　

大
戦
当
時
、
欧
米
で
の
手
袋
最
大
生
産
国
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

「
白
鳥
神
社
の
門
前
町
」
と
い
う
、
三
つ
の
経
済
的
基
盤
で

潤
っ
て
き
た
が
、
明
治
時
代
に
な
り
、
塩
・
砂
糖
共
に
海
外
か

ら
の
輸
入
品
や
製
造
技
術
の
立
ち
遅
れ
が
原
因
で
、
衰
退
に
向

か
い
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
白
鳥
神
社
の
朱
印
地
と
し

し
ゃ
く
ぜ
ん

手袋神社－棚次辰吉翁銅像と両児瞬礼師碑（白鳥神社境内）



一
方
対
戦
国
の
イ
ギ
リ
ス
は
、織
物
、編
物
な
ど
の
材
料
生
産
と
、

出
来
上
が
っ
た
手
袋
の
物
流
機
能
を
担
っ
て
い
た
。
そ
う
い
っ

た
国
ど
う
し
が
戦
争
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
に
代
わ
る

調
達
国
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
大
量
の
注
文
が
舞
い
込
む
こ

と
に
な
る
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
白
鳥
地
区
を
中
心
に
分
工
場
も
含
め
る
と

一
〇
〇
〇
人
規
模
の
工
場
が
、
大
阪
手
袋
と
東
洋
手
袋
の
二
つ

作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
大
阪
手
袋
は
棚
次
辰
吉
が
代

表
者
を
務
め
た
会
社
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
大
規
模
工
場
は
、

終
戦
後
数
年
し
て
閉
社
解
散
を
す
る
が
、
工
場
に
勤
め
て
い
た

人
々
が
製
造
技
術
を
習
得
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
後
種
々
の
問
題
を
経
な
が
ら
も
、
物
づ
く
り
の
系
譜
が
こ

の
地
域
に
伏
流
水
の
ご
と
く
流
れ
、
今
日
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

　

そ
の
こ
と
は
言
葉
を
か
え
る
と
、
手
袋
産
業
創
生
期
の
業
界

先
人
達
、
な
か
で
も
産
業
育
て
の
親
・
棚
次
辰
吉
を
筆
頭
に
、

こ
の
地
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
・
開
拓
者
魂
に
代
表
さ
れ
る
固

有
の
精
神
風
土
が
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

具
体
的
に
見
る
と
、
商
品
開
発
の
歴
史
と
し
て
は
、
産
業
創

生
期
に
は
防
寒
お
し
ゃ
れ
手
袋
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、欧
米
へ
の
輸
出
を
中
心
に
お
し
ゃ
れ
防
寒
用
手
袋

の
産
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、一
九
七
一（
昭
和
四
十
六
）
年

大阪手袋工場



　

現
在
で
は
、
各
種

の
樹
脂
製
・
ゴ
ム
製

手
袋
、
軍
手
な
ど
を

除
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

防
寒
手
袋
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
用
手
袋
に
つ

い
て
は
、
全
国
の
九

〇
％
を
占
め
る
産
地

と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
、
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
で
物
を
作
る

Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
の
た
め
、
産
地
の
認
知
度
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る

が
、
代
表
的
な
商
品
と
し
て
、
イ
チ
ロ
ー
や
松
井
・
大
谷
な
ど

の
日
本
人
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
や
国
内
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
使

う
手
袋
、
ゴ
ル
フ
で
は
青
木
功
や
松
山
英
樹
、
宮
里
藍
、
渋
野

日
向
子
な
ど
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
、
ま
た
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
な
ど
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
な
ど
が
使
う
手
袋
な
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
組
合
員
企
業
で

作
っ
て
い
る

の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
欧
米
輸
出
市
場
の
縮
小
対
応
策

と
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
十
年
代
に
か
け
て

内
需
転
換
を
め
ざ
し
、
各
種
の
用
途
開
発
、
取
り
分
け
新
分
野

と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
用
手
袋
（
ス
キ
ー
・
ゴ
ル
フ
・
野
球
・
バ

イ
ク
等
な
ど
）
に
取
り
組
み
、
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

　

そ
の
後
もU

V
（
紫
外
線
防
止
）
手
袋
、
ス
マ
ホ
対
応
手
袋
な

ど
の
新
分
野
開
拓
に
取
り
組
み
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
手
袋
の

加
工
技
術
と
素
材
を
生
か
し
た
革
小
物
・
バ
ッ
グ
な
ど
の
関
連

商
品
群
の
開
発
な
ど
も
、
新
市
場
を
切
り
拓
い
て
来
て
い
る
。

産
地
の
現
状

　

現
在
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
手
袋
の
産
地
組
合
と
し
て

日
本
手
袋
工
業
組
合
が
あ
る
。
加
入
社
の
商
品
構
成
を
み
る
と
、

１
）
多
様
な
素
材
を
使
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
防
寒
手
袋　

２
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
手
袋
、
ゴ
ル
フ
手
袋
、
テ
ニ
ス
用
手
袋
、

野
球
用
手
袋
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
ド
ラ
イ
ブ
用
手
袋
、
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
・
釣
り
・
自
転
車
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
用
手
袋　

３
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
・
レ
ス
キ
ュ
ー
用
手
袋
、
精
密
作
業
用
手
袋
な
ど

の
特
殊
作
業
用
手
袋　

４
）
手
袋
加
工
技
術
や
素
材
を
生
か
し

た
バ
ッ
グ
・
袋
物
、
ニ
ッ
ト
製
品
な
ど
の
関
連
商
品
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

プロ仕様のゴルフ手袋



　

ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
分
野
に
お
い
て

も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ン
ド
を
リ
ー
ド
す
る
商
品
を
作
っ
て
い

る
。
結
果
と
し
て
、
現
在
で
は
手
袋
の
種
類
の
多
様
さ
・
品
質
・

機
能
性
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
視
点
か
ら
も
世
界
屈
指
の
手
袋
総

合
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

産
地
の
歴
史
一
三
三
年
を
不
易
流
行
の
視
点
で

　

産
地
と
し
て
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か「
変
化
・
進
化
の
側
面
」・・・

変
わ
ら
ず
に
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
「
継
承
・
継
続
の
側
面
」
で
、

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ダ
ー
ウ
イ
ン
の
進
化
論
で
は
な
い
が
、
生
物
の
歴
史
を
通
じ

て
強
い
も
の
、
大
き
い
も
の
が
必
ず
し
も
生
き
残
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
同
様
に
我
々
の
業
界
も
一
三
三
年
の
歴
史
を
積
み
重

ね
て
き
た
が
、
手
袋
事
業
会
社
と
し
て
一
〇
〇
年
以
上
続
い
て

き
た
会
社
は
一
社
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
個
別
な
会
社
は
容
赦
の
な
い
競
争
原
理
に
今
日

ま
で
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
産
地
と
し
て
は
適
者
生
存

と
い
う
べ
き
か
、
激
変
す
る
環
境
に
順
応
出
来
た
企
業
が
リ
レ
ー

し
た
結
果
、
今
日
の
手
袋
産
地
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
出
来
る
。

　

ま
ず
変
化
・
進
化
の
側
面
を
見
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

二
つ
の
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

一
つ
は
手
袋
と
し
て
の
用
途
開
発
・
新
市
場
開
拓
に
た
ゆ
ま

ず
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に

は
、
防
寒
手
袋 　

↓　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
手
袋

↓ 　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
用
手
袋
（
手
袋
が
必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ

と
ん
ど
総
て
）　

↓　

特
殊
作
業
用
手
袋
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
レ

ス
キ
ュ
―
な
ど
）　

↓　

紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ
）
防
止
手
袋　

↓

ス
マ
ホ
対
応
手
袋
な
ど
…
…
様
々
な
用
途
へ
の
対
応
、
即
ち
新

市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

少
し
掘
り
下
げ
て
み
る
と
、
新
商
品
・
新
市
場
を
具
体
化
す

る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
、
素
材
・
材
料
と
な
る
。
取

り
分
け
ス
ポ
ー
ツ
用
手
袋
は
競
技
ご
と
に
、
手
袋
を
使
う
環

境
、
要
求
さ
れ
る
機
能
も
異
な
り
多
岐
に
わ
た
る
展
開
と
な
っ

て
い
る
。

　

で
は
最
初
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
防
寒
用
手
袋
の
素
材
変
遷
を

見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
当
地
で
の
産
業
出
発
時
は
綿
素
材

の
メ
リ
ヤ
ス
生
地
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
二
（
大
正
一
）

年
〜
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
頃
ま
で
は
欧
米
か
ら
の
輸
入

素
材
で
、
八
〇
番
手
〜
一
〇
〇
番
手
の
極
細
綿
ダ
ブ
ル
ト
リ

コ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
た
。

　

続
い
て
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
が



ナ
イ
ロ
ン
の
国
産
化
に
成
功
し
、
二
年
後
の
一
九
五
四
（
昭
和

二
十
九
）
年
に
は
欧
米
へ
向
け
て
大
量
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
旭
化
成
が
ア
ク
リ
ル

の
国
産
化
に
成
功
し
た
が
、
一
九
六
〇（
昭
和
三
十
五
）
年
に
は

編
手
袋
と
し
て
盛
ん
に
欧
米
へ
輸
出
さ
れ
、
ア
ク
リ
ル
の
普
及

に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）

年
〜
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
に
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
レ
ザ
ー

の
手
袋
が
欧
米
へ
大
量
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
（
昭

和
四
十
）
年
に
は
基
布
の
表
面
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
な
ど
の
樹
脂

を
塗
布
ま
た
は
含
浸
さ
せ
た
合
成
皮
革
が
新
し
く
登
場
し
て
、

防
寒
機
能
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
頃
か
ら
は
、
本
格
的

に
ウ
ー
ル
や
各
種
の
天
然
皮
革
（
牛
革
・
羊
革
・
豚
革
）
も
多

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
採
用
さ
れ
た
素

材
特
性
を
生
か
し
た
商
品
群
の
構
成
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
多

様
化
と
防
寒
機
能
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
は
紫
外
線
を
遮
蔽
す
る

Ｕ
Ｖ
ケ
ア
ー
素
材
が
、
手
袋
と
し
て
商
品
化
さ
れ
た
。
従
来
の

手
袋
は
主
に
防
寒
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、Ｕ
Ｖ
ケ
ア
ー
手
袋
は

使
用
期
間
も
春
か
ら
秋
へ
と
長
期
間
に
わ
た
り
、
企
業
運
営
上

も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
新
市
場
の
開
拓
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

さ
ら
に
、Ｕ
Ｖ
ケ
ア
ー
素
材
開
発
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、
接
触
冷
感
、

蓄
熱
保
温
な
ど
の
各
種
機
能
素
材
の
開
発
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
。

　

次
に
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
用
手
袋
材
料
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
用
手
袋
は
、
野
球
・
ゴ
ル
フ
・
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・

バ
イ
ク
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
自

転
車
・
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
登
山
な
ど
非
常
に
幅
広
い
展
開
と

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
競
技
ご
と
に
、
要
求
さ
れ
る
機
能
が

異
な
る
為
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
機
能
、
物
性
を
備
え
た
素
材

の
調
達
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　

例
え
ば
ゴ
ル
フ
手
袋
で
は
、
必
要
条
件
と
し
て 

１
）
グ
リ
ッ

プ
力
…
す
べ
ら
な
い 

２
）
柔
ら
か
さ
…
手
に
良
く
な
じ
む 

３
）

適
度
の
表
面
強
度
…
手
の
保
護 

４
）
復
元
力
…
型
崩
れ
し
に
く

い
等
の
要
素
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゴ
ル
フ
手
袋
開
発
当

初
の
材
料
は
、
仔
牛
な
ど
種
々
の
天
然
皮
革
で
出
発
し
た
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
素
材
物
性
・
コ
ス
ト
・
品
質
の
安
定

性
な
ど
の
点
で
、
現
在
、
天
然
皮
革
材
料
と
し
て
は
エ
チ
オ
ピ

ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
の
羊
革
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

変
わ
っ
て
、
合
成
皮
革
と
人
工
皮
革
が
天
然
皮
革
に
は
な
い

機
能
（
雨
・
汗
な
ど
に
ぬ
れ
て
も
使
用
感
、
機
能
に
変
化
が
少



な
い
、
洗
え
る
、
手
入
れ
が
簡
単
な
ど
）
を
備
え
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
中
心
素
材
と
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
作
る
商
品
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
素
材
は
も
ち

ろ
ん
、
生
産
方
法
・
生
産
設
備
・
生
産
国
・
販
売
先
・
販
売
方

法
な
ど
が
変
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
繊

維
素
材
と
皮
革
素
材
で
は
生
産
方
法
、
生
産
設
備
も
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
。
販
売
方
法
も
、
最
近
で
は
ネ
ッ
ト
販
売
の
伸
長

著
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
商
品
・
新
市
場
の
開

拓
に
と
も
な
い
、
文
字
ど
お
り
各
種
の
挑
戦
・
変
革
を
繰
り
返

し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
国
際
化
戦
略
で
あ
る
。
全
国
各
地
に
あ
る
地
場
産

業
の
中
で
、
当
地
の
手
袋
産
業
は
最
も
早
く
国
際
化
戦
略
を
推

進
し
た
地
域
の
一
つ
、
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
海
外
生
産
の

先
鞭
を
切
っ
た
の
は
、
国
際
的
な
コ
ス
ト
競
争
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
輸
出
手
袋
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
韓
国
で

委
託
生
産
を
始
め
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
台
湾
に
現
地
法
人
を

二
社
設
立
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
韓
国
に
現
地
法
人

の
設
立
が
四
社
、
中
国
で
委
託
加
工
が
四
社
、
一
九
八
〇
年
代

〜
一
九
九
〇
年
代
に
は
中
国
を
中
心
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
リ

ラ
ン
カ
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
現
地
法
人
の
設
立
、
委
託
加
工
が

多
数
行
わ
れ
て
き
た
。

　

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
な
る
と
、
海
外
生
産
が
五
〇
％

を
超
え
て
い
る
。
現
在
で
は
特
定
の
商
品
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
と

ん
ど
（
八
〇
％
以
上
）
が
海
外
生
産
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
数

年
前
か
ら
、
労
働
事
情
な
ど
種
々
の
要
因
で
、
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
な
ど
へ
も
工
場
進
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
生
産
体
制
の
海
外
進
出
は
、
産
業
と
し
て
の
変
革
の
大

き
い
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
早
く
か
ら
海
外
進

出
を
し
て
き
た
地
場
産
業
は
、
他
に
見
当
た
ら
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
種
々
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
に
せ
よ
、
海
外
進

出
と
い
う
挑
戦
・
変
革
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
の
産
地
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　

変
わ
ら
ず
に
継
承
・
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？

　

当
地
手
袋
産
業
一
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
、「
香
川
の
て
ぶ

く
ろ
資
料
館
」
が
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。

仲
間
と
設
立
準
備
を
す
す
め
て
き
た
が
、
産
業
の
歩
み
を
各
種

の
資
料
で
確
か
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
強
く
感
銘
し
心
打
た
れ

る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。



業
界
内
外
で
人
格
者
と
し
て
の
評
価
を
得
て
い
た
棚
次
辰
吉
翁

の
一
生
を
書
い
た
「
棚
次
体
験
記
」
や
、
ミ
シ
ン
の
世
界
特
許

取
得
に
ま
つ
わ
る
ご
苦
労
に
触
れ
た
「
産
業
観
世
音
と
手
袋
発

展
史
」
な
ど
の
活
字
資
料
を
、
香
川
の
て
ぶ
く
ろ
資
料
館
に
展

示
し
て
い
る
。
一
一
〇
数
年
前
の
欧
米
視
察
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
撮
っ
た
写
真
等
か
ら
、
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
辰
吉
翁

の「
手
袋
産
業
へ
の
思
い
の
熱
さ
」「
使
命
感
」「
郷
土
愛
」と
い
っ

た
も
の
に
は
、
胸
が
熱
く
な
る
。

　

言
葉
を
か
え
れ
ば
、
辰
吉
翁
を
筆
頭
に
、
彼
ら
の
歩
ん
だ
道

筋
か
ら
は
、「
何
事
に
も
く
じ
け
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
た
く

ま
し
い
開
拓
者
魂
」
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
産
地

の
一
三
三
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
現
在
に
至
る
歴
代
経
営

者
た
ち
の
歩
み
の
中
に
も
、
伏
流
水
と
し
て
流
れ
る
が
ご
と
く
、

こ
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
と
「
開
拓
者
魂
」
が
し
っ
か
り
と

引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。

　

海
外
進
出
は
そ
の
具
体
例
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
産
業
と
し
て
変
え
て
は
な
ら
ぬ
、
継
承
す
べ
き
こ

と
の
何
よ
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
苦
闘
の
積
み
重
ね
の
中
で
産
業

の
礎
を
築
い
た
業
界
先
人
達
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
と
「
開

拓
者
魂
」
で
あ
る
と
の
思
い
が
あ
る
。
い
つ
の
時
代
も
問
題
を

解
決
す
る
根
源
と
な
る
も
の
は
、
人
の
思
い
の
熱
さ
と
使
命
感

に
尽
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

手
袋
産
業
創
生
期
の
先
達
と
し
て
、

産
業
生
み
の
親
「 

両
児
舜
礼
」、
産

業
育
て
の
親
「
棚
次
辰
吉
」、
生
産

性
向
上
の
立
役
者
「
神
崎
長
五
郎
」、

海
外
市
場
の
開
拓
者
「
成
瀬
歌
吉
」

の
四
人
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
こ
ろ
よ
く
縁
の
方

か
ら
、
写
真
や
手
袋
、
製
造
設
備
な

ど
、
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
か
で
も
、
際
立
っ
た
事
業
家
や

発
明
家
と
し
て
の
実
績
と
、

ふ
た
ご
し
ゅ
ん
れ
い

棚次辰吉神崎長五郎成瀬歌吉

香川の手袋資料館

両児舜礼



組
合
員
企
業
の
最
近
の
取
り
組
み
事
例
紹
介

日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
て
海
外

に
広
ま
る
中
、
早
く
か
ら
欧
米
市
場
で
高
い
評
価
を
獲
得
し
て

い
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
手
袋
企
業
も
あ
る
。
欧
州
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
場
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
素
材
（
繊
維
素
材
）

の
手
袋
が
少
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
近
年
欧
州
の
展
示
会
に
積

極
的
に
参
加
し
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ー
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
着
実
に
定
着
さ
せ
て
い
る
企
業
も
出
て
き
た
。
こ
の
企

業
の
取
り
組
み
は
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
成
功
事
例
と
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
イ
ッ
ピ
ン
」
で
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）
年
に
東
京
・
六
本
木
ヒ
ル

ズ
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
ア
ル
タ
ク
ラ
ッ
セ
・
カ
プ
リ

ガ
ン
テ
ィ
」
を
開
設
し
た
企
業
も
あ
る
。
こ
の
直
営
店
は
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、「
最
高
級
、
高
貴
、
ハ
イ
デ
ザ
イ
ン
」

を
兼
ね
備
え
た
手
袋
の
専
門
店
と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
物

づ
く
り
を
熟
知
し
、
装
い
方
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、
お
客
様
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　

単
に
手
袋
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
商
品
の
背
景
に
あ
る

物
語
を
伝
え
て
、
最
高
級
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
で
あ
る

手
袋
を
紹
介
し
、
フ
ァ
シ
ョ
ン
の
主
役
に
な
れ
る
こ
と
を
伝
え
、

お
客
様
に
手
袋
と
い
う
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
、
も
っ
と
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
い
う
狙
い
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
が
中
心
の
産
地
に
あ
っ
て
、
情
報
発
信
機
能
か
ら

も
新
し
い
試
み
と
し
て
、
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

三
つ
目
に
、
日
本
手
袋
工
業
組
合
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
新
し
い
動
き
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
当
産
地

を
も
っ
と
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、「
香
川
手
袋
」
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ね
ら
い
の
も

と
、
数
年
前
か
ら
「
手
と
手
袋
の
未
来
を
考
え
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
が
、「
１
８
８
８
手
袋
ラ
ボ
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
交
え
、
企
業
の
枠

を
超
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
っ
て
、
手
と
手
袋
の
新
し

い
あ
り
方
を
考
え
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
す
る
組
織
と
し
て
発
足

し
て
い
る
。

　

こ
の
試
み
に
集
ま
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
手
袋

ブ
ラ
ン
ド
が
、「
香
川
手
袋
」
で
あ
り
、
歴
史
あ
る
産
地
だ
か
ら

こ
そ
培
わ
れ
た
知
識
と
技
術
力
を
ベ
ー
ス
に
、
手
と
手
袋
の
未

来
を
切
り
開
く
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

活
動
を
進
め
て
い
る
。



　

企
業
活
動
の
一
面
に
つ
い
て
は
、
環
境
適
応
業
と
い
う
表
現

も
あ
る
が
、
現
在
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
、
内
外
と
も
に

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
課
題
解
決
に
は
業
界
先
人
達

が
取
り
組
ん
で
き
た
ご
と
く
、
今
一
度
、
変
え
る
べ
き
は
何
か
、

変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
何
か
の
問
い
直
し
と
、
課
題
解
決

の
た
め
の
具
体
的
、
継
続
的
な
活
動
が
望
ま
れ
る
。

　

以
上
、
香
川
の
手
袋
産
地
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
最

後
に
、
当
手
袋
産
地
を
よ
り
詳
し
く
お
知
り
い
た
だ
く
た
め
に
、

東
か
が
わ
市
役
所
隣
に
「
香
川
の
て
ぶ
く
ろ
資
料
館
」
を
置
き
、

ネ
ッ
ト
上
で「
グ
ロ
ー
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

ア
ド
レ
ス
は https://w

w
w
.glove-m

useum
.net

。

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

橋
本
康
男
（
は
し
も
と
・
や
す
お
）

　

      

香
川
の
て
ぶ
く
ろ
資
料
館
初
代
館
長

業務活性化カレンダー2021（日本手袋工業組合）
手袋の父－棚次辰吉の銅像－白鳥神社境内


